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信用リスク管理
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【グラフ説明】

平均デフォルト確率：２．５％のポートフォリオに

デフォルト確率：０．２％新規貸付を追加した場合の

新規案件のリスク寄与度

【グラフ説明】

平均デフォルト確率：２．５％のポートフォリオに

デフォルト確率：０．２％新規貸付を追加した場合の

新規案件のリスク寄与度

バーゼルII のリスクアセット計算式（内部モデル）は、極限損失分布が前提

集中リスクを見逃しやすい

格付低下リスクを反映できない

ＰＤとＬＧＤの相関は反映できない

信頼区間は９９．９％が前提

大手格付機関の格付を参照すると、Tier１レベルでＢＢ＋格相当［Tier1=Tier2を仮定］

Ａ格以上を目標とすれば、Tier1のみで９９．９％を確保する必要あり

高格付案件のリスク寄与度の誤差がより大きくなる

＝＝＞高格付案件は、一般に与信額も大きいので、より影響大

ポートフォリオ内の新規案件の残高比率が大きくなると．．．

リ
ス
ク
寄
与
度
が
上
昇
す
る

リ
ス
ク
寄
与
度
が
上
昇
す
る

バーゼルII 規制計算式バーゼルII 規制計算式

実際

与信集中リスク －バーゼルII の信用リスクモデルの欠点－

実際

「集中リスク」を

計測しきれない

Emmer, S. and D. Tasche, “Calculating credit risk capital charges with the one-factor model,” WP(2003)より
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BISMeter 活用案 －既存バーゼルII システムの補完等－

システム
バーセルII

第１、２の柱

バーセルII

第２の柱（集中リスク）
資本配賦

既存システム
標準手法

（ｏｒ ＦＩＲＢ手法）

残高上位集計、

業種集計等

リスクアセット集計より配賦

（？）

BISMeter
信用ＶａＲ

（標準手法での算出リスク量の
保守性確認）

極限損失手法ＲＣ（Ｇ補正）

シミュレーションＲＣ

［業種相関反映・検証用］

極限損失手法ＲＣ（Ｇ補正）

標準手法信用リスク BISMeter信用VaR

保守的見積り

極限損失分布手法ＲＣは、

１ファクターが前提のため、

業種相関が反映できないので、

業種ごとの集中リスク効果は

計算できない
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ＢＩＳメーターとは

信用リスク計量化システム

モンテカルロ・シミュレーションにより信用ＶａＲ等を計算するシステムです。

シミュレーションのため、バーゼルII の「第２の柱」で規定されている『与信集中リスク』に対応ができます。

基本仕様

デフォルトモード（ＤＭ）方式／時価モード（ＭＴＭ）方式

デフォルト判定は、マートン型（期待収益率のデフォルト閾値判定）

ＭＴＭ方式は、CreditMetrics® に準拠

最大案件数：５０万件

最大債務者数：５０万債務者

最大試行回数：５０万回

最大格付数：１５、最大業種数：２０、最大支店数：５００、残高区分：１０

業種相関考慮（マルチ・ファクター・モデル）。 （例）バーゼルII の指定：シングル・ファクター

保有期間：１ヶ月－１２ヶ月可変。（例）バーゼルII の指定：１２ヶ月

信頼区間：９９．９９％まで、０．０１％間隔で指定。（例）バーゼルII の指定：９９．９％

＝＝＞仕様に関しては、デフォルトモード以外は変更可能です。

稼動環境

パソコン、メモリ１ＧＢ（案件数等に依存）、ＨＤ４０ＧＢ

ＯＳ：MS Windows 2000 SP4, MS Windows Xp SP2 
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システム構成

お客様既存ＤＢ

案件ﾌｧｲﾙ
※本システムに取り込

めるフォーマットに合わ

せて、ユーザー側でデ

ータファイル（CSV形式

を想定）を作成し提供し

て頂く必要があります。
債務者ﾌｧｲﾙ

業種相関ﾌｧｲﾙ

格付推移ﾌｧｲﾙ

・CSVファイル出力
本システム

市場データ

信用スプレッド

ＭＴＭ方式の場合
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入力データ

案件属性

案件コード、債務者コード、支店コード、元本残高、格付、回収率、．．．

債務者属性

債務者コード、業種コード、業種重み、与信枠、．．．

業種間相関データ

業種間株価収益率の相関値

格付別デフォルト確率

格付別の１年後デフォルト確率

出力データ

案件データ

元本残高、価値期待値、価値理論値、標準偏差、限界リスク、期待損失、集中リスク、リスク寄与度、．．．

債務者データ

元本残高合計、価値期待値、価値理論値、標準偏差、限界リスク、期待損失、集中リスク、リスク寄与度、．．．

セグメントデータ：（格付＊業種＊残高区分の３次元、他１・２次元、支店別の３種）

元本残高合計、価値期待値、価値理論値、標準偏差、％値、限界リスク、期待損失（計算値、理論値）、集中リスク、リス
ク寄与度、．．．

シナリオ価値データ［全体］

シナリオごとの全体価値

価値分布データ［全体］

元本残高合計、価値期待値、標準偏差、％値、期待損失、非期待損失、価値度数分布値

入・出力データ
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デフォルトモード

ＤＭは、Default Mode の略です。

簿価ベースでの信用リスク計量方法となります。

新ＢＩＳ等での計量方法です

ＤＭは、Default Mode の略です。

簿価ベースでの信用リスク計量方法となります。

新ＢＩＳ等での計量方法です

現在 保有期間後

デフォルトする場合

デフォルトしない場合 元本（簿価）

元本（簿価）＊回収率

信用リスクのモンテカルロ・シミュレーションでは、

デフォルトする／しないの２つの状態しか存在しませんので、

この２状態での保有期間後の価値を計算します

信用リスクのモンテカルロ・シミュレーションでは、

デフォルトする／しないの２つの状態しか存在しませんので、

この２状態での保有期間後の価値を計算します

価値分布
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注意） 価値分布の度数は対数表示になっています
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閾値標準化された収益率の

になる有期間後にデフォルト現在格付Ｘの企業が保

デフォルトへ

規乱数案件個別要因用標準正用標準正規乱数、業種

との相関値：案件の業種

は独立と

:
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収益率

デフォルト閾値
デフォルト閾値

収益率シナリオの

標準正規乱数：rk

比較

デフォルト判定モデル － ＤＭ方式の場合 －

デフォルト領域
非デフォルト領域

収益率分布

収益率シナリオの乱数には、

業種相関や企業独自要因を反映
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計算項目 － ＤＭ方式の場合 －

損失ゼロ値（１）０．１％値（３） 資産価値

価値分布グラフ

リスク込期待値（２）

期待損失

非期待損失

・期待損失（信用コスト）＝（１）－（２）
・非期待損失（信用ＶａＲ）＝（２）－（３）
・リスク寄与度
［ポートフォリオに対する特定案件の、全体リスク（信用ＶａＲ）に対する寄与を表す］

・限界リスク
［ポートフォリオから特定案件を取り去った場合のリスク（標準偏差）低減量を表す］

・集中リスク＝限界リスク／標準偏差
［ポートフォリオのリスク低減効果を表す］

・その他

期待収益（価格政策）で

カバーされるべき部分

自己資本でカバーされる部分



11

Copyright © 2006 Message Inc. All rights reserved.

計算結果 － サンプル －

ポートフォリオ内容

0%
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0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

累積案件数

累
積

残
高

比
率

サンプル・ポートフォリオの

残高累積分布

サンプル・ポートフォリオの

残高累積分布

BISMeter の特徴

１．５０万案件、５０万 シナリオまでパソコンで計算可能

２．計算時間：１０万案件、１０万シナリオで約１時間

３．６４ｂｉｔ Windows、並列化 対応

BISMeter の特徴

１．５０万案件、５０万 シナリオまでパソコンで計算可能

２．計算時間：１０万案件、１０万シナリオで約１時間

３．６４ｂｉｔ Windows、並列化 対応

ＶａＲ誤差（ 10 ,000 案件）
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ＶａＲ収束経過［信頼区間：９９．９％］
ＶａＲ収束経過［信頼区間：９９．９％］

目盛は対数

５０万シナリオ

実際の銀行の融資ポートフォリオは、

全体案件数の２０％で

残高合計の ９０ ％にもなるという
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計算時間

計測条件

ハードウェア

ＣＰＵ：Ｐｅｎｔｉｕｍ４－ ３ＧＨｚ、１ＧＢメモリ

ＯＳ： MS Windows Xp SP2 

デフォルト・タイミング：案件ごと［案件ごとにデフォルト判定］

＝＝＞通常は、債務者ごとにデフォルト判定だが、案件ごとの方が計算負荷が重い。

計算時間

１０万案件、１０万シナリオ

３，１６８秒（５２分４８秒）

１万案件、１００万シナリオ

４，０１８秒（６６分５８秒）

１００万案件、１０万シナリオ［Windows Xp x64 （６４ｂｉｔ）］

３０，１３４秒（８時間２２分４４秒）

追加オプションのＭＴＭモードでも同程度（１５格付時）
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ＲＣ（リスク寄与度）について

ポートフォリオ全体のリスクに対する個々の案件（保有銘柄等）のリスクの影響度を表現する

個々の案件のＲＣの合計が、ポートフォリオ全体のリスク量（所要資本額）となる

新規投資案件の選択判断の基準に使用できる

選択判断基準として

＝＝＞ 期待収益額－所要資本＊資本調達コスト率 とした場合、この所要資本をＲＣ
と考えることにより計算可能

ポートフォリオＡ

案件１ 案件２

案件３

ポートフォリオＡの全体のリスクは、

案件１、案件２、案件３のＲＣの合計

ポートフォリオＢ

案件１ 案件４

案件５

ポートフォリオが変われば、

同一の案件１のＲＣは

異なる
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ＲＣの計算方法（１） － シミュレーション型[CVaR値利用] －

１％値 損益

損益分布グラフ

平均値[Ｌμ]

非期待損失（ＶａＲ： ＵＬ ）

標準偏差

ＣＶａＲ

％値を越える
損益の平均値

ポートフォリオが、Ａ、Ｂの２銘柄から構成されていると仮定

全分布が１００００シナリオとすると、ＶａＲ値以下のシナリオの

１００シナリオを使用して計算

銘柄Ｘのリスク寄与度での銘柄Ｘの損益、シナリオ

銘柄Ｘの損益の平均値平均値、ポートフォリオ損益の

よって

合計：シナリオ１００の損益

・・・・・・・・

：シナリオ２の損益合計

：シナリオ１の損益合計
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使用するシナリオが

少なくなるので、

ＲＣ の計算精度は落ちる

換算）として変換する（暫定

ＶａＲにしたい場合

をＣＶａＲでなく、個々の銘柄ごとの合計

CVaR
VaRRCVaRRC XX =][

リスクがない場合の損益

期待損失（ ＥＬ ）
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RC(リスク寄与度）の計算手法

リスク寄与度計算モジュール

シミュレーション手法［ＤＭ，ＭＴＭ］

標準偏差按分手法［ＤＭ］

解析解手法［ＤＭ］

案件間の収益率相関を反映した解析解を利用

計算時間短縮として、テーブル補間ロジックも装備

極限損失分布手法［ＤＭ，ＭＴＭ］

案件の残高補正しないもの［オプション］

＝＝＞バーゼルＩＩのリスクアセット計算関数

残高（グラニュアリティ）補正をしたもの

ＭＴＭ方式でも極限損失分布手法が可能
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ＲＣ計算手法比較 y = -2E-05x2 + 1.0003x

R2 = 0.9953
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ＲＣ計算手法比較 y = 0.0009x2 + 1.0036x
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計算結果：リスク寄与度計算手法比較 － サンプル －

デフォルト確率：０．１７％
デフォルト確率：０．１７％

デフォルト確率：１．０４％
デフォルト確率：１．０４％

同一格付でのＲＣ上位５０サンプルによる比較［ 回収率は異なる ］

シミュレーション手法は、

５０万シナリオの信頼区間９９．９％の場合。

ＲＣは、５００シナリオより計算

シミュレーション手法は、

５０万シナリオの信頼区間９９．９％の場合。

ＲＣは、５００シナリオより計算

シミュレーション手法
が大きい。

シミュレーション手法
とほぼ同じ

デフォルト確率が小さく、相関が少ないほど

シミュレーション手法との乖離率が

大きくなる傾向がある。

（日本銀行ワーキングペーパーwp06j18,P18 より）
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画面サンプル（１）

メイン画面
メイン画面

価値分布画面
価値分布画面
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画面サンプル（２）

リスク分析表画面
リスク分析表画面

プロット分析画面
プロット分析画面

ドリルダウン画面ヘ
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与信集中リスク管理（案）：セグメント単位
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与信集中リスク管理（案）：案件単位

リスク寄与度の大きい案件（例：１０案件） 非保全額の大きい案件（例：１０案件）

（一般的）

横軸：非保全額、縦軸：リスク寄与度
横軸：非保全額、縦軸：リスク寄与度

管理モレ案件
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追加オプション機能

ＭＴＭ方式エンジン

CreditMetrics(R) 方式準拠

社債等の時価ベース（格付変動リスクを含む）評価用
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